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 顕在的な問題である。
 ロゆ

 このように資本回転の均衡分析が未完成であることについて、その問題の背景をさらに追及して

 いくと、マルクスには2つの異なる分析アプワーチが非体系的に並存していたことが判明する。つ

 まり利潤率の規定要因として総回転を取り上げる「総回転アプローチ」と、可変資本の回転に規定

 要因をみる「可変資本の回転アプローチ」である。それらは互いに排他的な認識であって、決して

 一方が他方に解消される関係にはない。そしてこうしたアプローチの二元性は、マルクスの利潤論

 における二元性と論理必然性に導かれて互いに連動している。すなわち「総回.転アプローチ」と

 「可変資本の回転アプローチ」とはそれぞれ、費用価格先行の論理と利潤率先行の論理とに連動す

 る。マルクスにあって前'者の二元性が単なる誤謬として容易に解決されえない根拠はこの論理的連

 動性にあるといえる。

 [2]経済学における2つの資本回転モデル(第2章)

 こうしたマルクスの2つのアプローチは実は、経済学における資本回転の2つの対極的モデルに

 対応したものであった。「総回転アプローチ」はいわゆるランゲ・モデルに対応し、「可変資本の回

 転アプローチ」はノイマン・モデルに対応する。

 ランゲ・モデルとよぶ方法の特徴は、フローとストックとを併用し、フローは費用価格の決定に
ゆまゆだゆ

 用い・ストックは利潤量の決定に用いるという点にある。ここでフローとは、実際に消費される生
 ロのの

ゆ

 産要素を部門ごとに並べたいわゆる「経常的投入係数行列」のことである。またストックとは「資
のゆゆのゆの

 本投入係数行列」のことであり、投下された生産要素を表す。こうしたストックとフローの併用に

 よって、このモデルでは、ストック/フロー比率としての回転期間概・念が明示的に使用されること

 になる。その意味で、ランゲ・モデルは何よりも「回転期間アプローチ」として特徴付けられる。

 これに対してノイマン・モデルは、ストックとフローを区別することをせず、事実.上ストックを

 そのままフローどして取り扱う。つまり投下資本の全部が生産過程で消費される(すなわち生産期

 間は1期間)とみなすことによって.ストックをフローと一致させるわけである。まず固定資本に

 ついてみれば、異なる摩滅段階にある労働手段、すなわち「年齢」のことなる労働手段を異なる種

 類の財として扱う。そのさい生産過程は、1期分摩滅した労働手段をひとつの「生産物」として、

 本来の生産物と同時に結合生産するものとみなすわけである。また流動資本については、異なる加

 工段階にある半製品を異なる種類の財として扱う。そのさい生産過程は.1期分加工した半製品を

 完成「生産物」として計上することになる。このようにして本来一つである生産過程は1期ごとに

 分解され、それぞれ異なる「生産物」を産出するいわば独立の産業部門として扱われるわけである。

 固定資本を結合生産によって定式化し、流動資本を工程分割によって定式化する方法をいま便宜的

 に「結合生産アプローチ」と呼ぶとすれば、ノイマン・モデルはすぐれてこのアプローチによって

 特徴付けられる。
 ロのおをぬ のゆロ

 2つのモデルを比較してすぐ明らかなように、利潤率の算出にあたってストックの資本構成(投

 入係数)だけが問題となるという点において、ノイマン・モデルと「可変資本の回転アプローチ」
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 らである。個別的にであれ社会的にであれ購買期間が解消されていること、これが均衡の必要条件

 である。ところでマルクス経済学は購買期間問題をいわゆる「D>R問題」として間接的かつ特殊

 な形で提起した。しかしこうした問題提起の特異性を示しつつも、いくつかの研究は、信用導入に

 よる購買期間問題の理論的処理という方向を示しえた。

 [4]資本回転分析の基本性格(終章および全体)

 2つの資本回転モデルの理論的特徴を比較検討するこ女によって、資本回転分析の基本性格とし
 て次の点が導ける。第1に、資本回転分析は何よりもまず均衡分析である。第2に、資本回転の均

 衡分析には、排他的な2つのモデルが成り立つ。「回転期間アプローチ」は流通期間を考察対象と

 して取り込みうる枠組みを有し、「結合生産アプローチ」は流通期間を捨象する。第3に.流通期

 間という対象の固有の複雑さは方法上の困難を伴わざるをえない。「回転期間アプローチ」におい

 てはそれゆえ、方法上の完結性を実現しえず、外部要因を不可避の前提とする開放体系を指向せざ

 るをえない。これに対し「結合生産アプローチ」においては、流通期間の捨象によって、方法上き

 わめて完成度の高い閉鎖体系を実現しうる。第4に、したがって2つのモデルの対立の中には、資

 本回転分析の対象と方法に内在する不可避の対立が含まれている。マルクスの.二元論も基本的には、

 こうした資本回転分析の基本性格のなかに位置づけて理解することができる。

 なお補論1では、マルクスにおける総回転概念と費用価格概念との密接な関係について、文献史

 的に検証する。補論2では、資本回転分析における労働価値説の問題をいわゆる《New亙nterpre-

 t&tion》の諸説を批判しながら検討する。

 論文審査結果の要旨

 本論文は、マルクスの経済理論体系における資本回転論が孕む問題性を明らかにすることを通し

 て、資本回転分析が広く経済学全体にとって有する意義を問い.最近の研究動向を踏まえた、新た

 な資本回転の均衡分析を構築することを試みたものである。そのさい著者は、マルクスの資本回転

 論には、相互に相容れない二つの分析方法、「総回転アプローチ」と「可変資本の回転アプローチ」

 とが非体系的に併存しており、それらはそれぞれ、資本回転に係る対極的なモデルである.ランゲ

 モデル(「回転期間アプローチ」)とノイマンモデル(「結合生産アプローチ」)とに対応する関連に

 ある、とする。本論文では、後者の両モデルの諸特徴を比較検討しつつ、その基礎上に、著者の考

 えるより合理的な資本回転論の再構築が模索されている。

 本論文の主要な功績は、以下のような諸点に認めることができる。

 !.マルクスの資本回転論には、上記の二つの分析視角が混在しているが、この両者の非体系的併

 存は、その利潤論における論理の二元性とも密接に関連していること、すなわち、マルクスが

 「利潤」概念を導出するさい、二つの論理(「費用価格先行の論理」と「利潤率先行の論理」)
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